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社会福祉法人美郷町社会福祉協議会
ft0187 -85-2294四0187-85-2291
印刷・五十嵐印刷株式会社

c:a":t制執い、主'

買おおたらiII:I~:I~主張
iJl DJ 

「地域福祉トータルケア推進事業」第1弾として、旧JA後三年出張所をお借りして

「よってって」をオープンする運びとなりました。サロン内には健康ルーム、絵本-文

庫本コーナーなど、充実した設備が整っておりますので、お気軽にお立寄リ下さい。



(2) 

hv
一

τ.地域福
祉
活
動
や
在
宅
福
祉
活
動
を
進
め
る
た
め
に

y

l
ん

ι記
-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
や
福
祉
教
育
に
グ

Z

H

T
九百

・
総
合
的
な
福
祉
活
動
に
グ

n
u
u
k
ト
L
b

・
県
内
の
福
祉
施
設
や
団
体
に
グ

。
今
年
も
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

O

寄
附
金
に
、
税
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

-

A

E

社
な
と
活
人
の
寄
附
金
は
、
全
額
損
金
聾
入
で
き
ま
す
0

・
個
人
の
寄
附
金
は
、
町
得
控
院
の
対
象
巴
な
り
ま
す
。

-v共同
募
金
運
動
期
間
以
外
毛
寄
附
金
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

(
お
問
い
合
わ
ぜ
は
共
同
募
金
会
へ
)

こ
の
羽
慰
が
、
あ
な
た
の
気
持
ち
を
届
け
ま
す
。

福祖t7eより

μゆ
赤

い

羽

根

室

共

同

募

金

お
寄
せ
い
た
だ
く
寄
附
金
は
身
近
な
福
祉
に
役
立
て

5
れ
ま
す

第ア号

18年度全国版共同募金運動ポスター

10月1白砂 10月31日
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¢ 今年も一戸あたり，，川，βO∞O∞O円以上を目安に .吃ρ 
Cif 運動を展開しています v / f 「M地糊……域蜘附陥の例崎哨ネ福嗣富副祉 机……な灯仇で吟参加」片川一をい…叶ス泊叶口「一一H恥………1叩叩叩O叩叩…月引目…1叶市日肘一カ
ます O美郷町では町民皆様の温かいご支援とご協力により、毎年目標を大きく上回る実績を積み

〆コ 重ねていることに厚くお礼申し上げます。 ノFコ
グ 今年も募金運動を実施して参りますので、より一層のご協力を賜りますよう宜しくお願い申し

少j 上げますo

U長函函ヨ扇福地域福祉活動を進め吾ために 800.000回

(? 6.199.00回;;二二;:222;::…::::;22;:
(J ， ‘ 福祉機器の貸出や出張理容補聞に 1.1qO.OOO回

福祉拾動の朗品等に...・H ・..……...・H ・..… 200.000回

i i ; ; i ;.ii土誌弘品3i誌払午午3t詰払お.;みLLい;LLLμ一一一….-L一ι:
'FP 



第ア号福祉だより(3) 

ーチピッ子フェスティパル盛会裡に岱"1-

9日9日(土)毎年恒例の青少年育成異郷町臣会議主催のr2006

美郷町・円価チビツ子フ工スティ1¥1し』ガ六郷中興公園で開催され

まし定。之の行事は、未来を担う子供定ちの定めl之地域ぐるみの行

事としてとらえ、遊びゃ創作活動を通して多くの子供定ちとのふれ

あい、ま定六人と子供の13¥れあいを図る之とを目的12開催しています。
社会福祉協議会老膿擬巨を出して福祉関係者や定くさ九のボラン

ティ?の方々の協力の毛と、腕きをばやフランつフ/しト等の販売を

しまし定。当日は晴宍l之毛恵まれて、多くの親子連れの盗ガ貝られ
耳目気語々とし定雰囲気の中、子供定ぢの元気な声ガ之だまし定一日

でし定。

....たくさん入れるにはコツがいる

企飛ぶように売れるジ、ユース

‘社協職員大奮闘

六
郷
官
同
僚
福
祉
科
通
信

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
、
大
歪
で
し
た
ね
。
体
調
は
大

丈
夫
で
す
が
。
も
う
す
っ
か
り
秋
。
急
に
寒
く
な
り
ま

し
た
の
で
、
風
邪
な
ど
引
か

な
い
よ
う
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

-汁

Xν
、
日
リ
ハ
R
U
川
I
J
h
1
d
リ
J
J
、

υリ
dhvパ
円
J
A
Y
4
3ぷ
ν、
川
内
ゾ
ハ
Y
A
h
v
h

七
月
、
サ
ン
ワ
ク
六
郷
の
利
用
者
さ
ん
に
よ
る

喫
茶
庖

「
ザ
ン
フ
ラ
ン
号
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

も
う
利
用
し
て
く
だ
さ

R
川

-AMa-------

い
ま
し
た
か
っ
・利
用
者

1

'

ヨ
温
・
a・
・
・
・
圃
固

さ
ん
中
心
の
お
庖
で
す

nm円
上
』
園
田
園
・
置

が
、
仕
事
を
終
え
て
帰

国
・
関
陣
圃
岨
圃
圃
圃
・
・
E

る
三
時
半
現
き
か
ら
閉

|
|相
4
h
'叫
，
l
J
凶
函

庖
の
五
時
頃
号
、
授

t
h
仏
民

国園

業
を
終
え
た
福
祉
科
の

町
‘
，
駈
圃
-
司

自

・

三
年
生
が
順
番
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
コ
ヒ
が
お
勧
め
で
す
よ
。

ぺ
J
C
、
リ
円
A
U
1
{
内
/
日
パ
h
H
t
p
、
パ
1
J
F
、
ぺ
ハ
イ
ム
ピ
J
1
4
む
、
日
，
A
U
A
q〈
ι

九
月
4
1

四
日

(木
)
仙
南
公
民
館
を
会
場
に、

サ
ン

ワ

ク
六
郷
が
主
催
す
る

「
共
存
共
営
生
活
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
で
暮
ら

す
こ
と
、

生
き
て
い
く
こ
と
、
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
、
「
障
害
が
あ
っ
て
も
生
き
る
と
い
う
こ
と
」

が
テ
ー
マ
で
し
た
。

福
祉
科
一
二
年
佐
藤
し
ず

か
さ
ん
が、

サ
ン
フ
ラ
ン
亭

の
開
庖
を
と
お
し
て
地
域

の
共
存
共
営
に
つ
い
て
、
地

域
・学
校
が
で
き
る
取
り
組

み
に
関
す
る
意
見
発
表
を

し
ま
し
た
。

ーーー:-.胃司・~..，. 
t?叶

夏
休
み
、
福
祉
科
を
は
じ

め
た
く
さ
ん
の
六
高
生
が
、

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
優
し
さ
と
い
う
力
」
の
精

神
が
全
校
に
広
が
っ
て
来

て
い
ま
す
。

学
桜
田
原
@
立
案
内

九
月
一
二
十
日
(土
)
『
笹
竹
祭
」

が
行
わ
れ
ま
す

今
年
の
テ
l
マ
は

さ

ん

み

ま

ん

さ

い

三

魅

満

祭

i
三
つ
の
想
い
を

一
つ
に
1

学
校
祭
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
生
徒
会
が
中
心

と
な
っ
て
毎
日
遅
く
ま
で
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
出
自
さ
ま
で
お
い
で
下
さ
い
ま
せ
。

【
展
示
]

写
真
展
書
道
展
・
美
術
展
・福
祉
科
展
・保
健
展

図
書
展
学
校
紹
介
展
・壁
新
聞
展
生
徒
会
展
(フ

リ
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
・
恋
文
コ
ン

テ
ス
ト
プ

授
業
作
品
展

※
新
し
い
企
画

美
郷
町
サ
ー
ク
ル
活
動
作
品
展

美
郷
町
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
作
品
展
と
教
養
部
に

よ
る
お
茶
席
が
一
緒
の
会
場
で
催
さ
れ
ま
す
。

作
品
を
見
な
が
ら
、

一
服
い
か
が
で
す
か
。

【
模
擬
庖
・
売
后
・
販
売
]

。
模
擬
広
予
定
メ
ニ
ュ
ー

う
ど
ん

・
焼
き
鳥

牛
井

豚

汁

・
焼
き
そ
ば

・

フ
ラ
イ
ド
ポ
一
ア
卜

・
玉
こ
ん
に
ゃ
く
お
で
ん
-

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
バ
ナ
ナ

・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
卜
F

杏
仁
一
豆
腐
肉
ま
ん
な
ど

〈
〉
亮
庖
・
販
売

士
冗
庖
業
者
に
よ
る
販
売

ゲ
ー
今
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
新
し
い
企
画
福
祉
科
で
は
・
・

・

サ
ン
ワ
ー
ク
六
郷
の
利
用
者
さ
ん
が
作
っ
た
花
芭
・

野
菜
の
販
売
と
美
郷
町
の
お
母
さ
ん
た
ち

一
緒
に

お
や
き
作
り
の
実
演
を
し
ま
す
。
ま
た
、
は
な
み
そ

と
漬
け
物
、
の
り
巻
き
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

、、、、、、、、、 ..... 司
: 下福力吹 ス
、 平 ー祉ラ奏 テ
: 成 、科オ楽1
:会期十 ごニケ部 ε2
4 八 一年 C ~ 
1場日年 、に予主 霊
; 度 :よ選る 表
、 士 ↓ 、る通演 }

:偏角地 ミ野号奏
ー高十園 、 弓

:校八笠 ミぞえ
、体日交 、のの

:宣示流 :他季、防↓..0降、也、 Z志 、
、 、
、 、、 、、、、、、、、、、



(4) 

平成17年度の実績
美
郷
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
豊
富
な
経
験
や

す
ぐ
れ
た
技
術
を
持
ち
、
臨

時
的
、
短
期
的
な
仕
事
を
通

じ
て
社
会
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
き
が
い
を
求
め
よ

う
と
す
る
団
体
で
す
。
県
連

合
会
の
指
導
の
下
で
運
営
し

て
お
り
、
営
利
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

福祉尼より

公共 民 間 合計

件 数 102 982 1，084 

金 客員 6，074，716 24，307，666 30，382，382 

延人数 1，681 8，516 10，197 

会員数 一 229 

就業率 一 76.0% 

第ア号

お
お
む
ね

ω歳
以
上
の
方

々
が
会
員
に
な
っ
て
お
り
、

平
成
口
年
4
月
の
設
立
当
初

は
胤
名
だ
っ
た
の
が
現
在
で

は
知
名
の
会
員
が
登
録
し
て

い
ま
す
。

受
注
件
数
の
多
い
職
種
は
、

草
刈
り
、
農
作
業
、
除
草
、
除

雪
、
冬
囲
い
・
取
り
外
し
、
と

な
っ
て
お
り
、
全
体
の
約
六

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
契
約
金
額
三
千

万
円
を
超
え
る
実
績
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

7
月
白
日
現

在
で
一
千
万
円
を
超
え
て
お

り
ま
す
。

F食仕事依頼時のご注意I
¥ 

センターでは、仕事の依頼を受けてから必要に応じて現場下見等をして、その職種で登録している会

員へ連絡、打ち合わせをします。会員の都合や連絡がつかない等で、すぐに作業会員を確保することが

困難な場合もありますので、依頼はなるべく 3日くらい前までにお願いします。

また、お盆前や農繁期、秋の冬囲いは大変混み合いますので、ご希望に添えない場合があります。

このような仕事をお引き受けします!

-植木暫定、障子・ふすま張り、冬固い、

・農作業、清掃、除草、草刈り、除雪、

-事務補助、宛名書き、賞状書き、パス運転、

-その他につきましてはお問い合わせください。

このような仕事はお引き受けできません!

・屋根(下屋も含む)の上の作業を伴う仕事

-脚立では届か芯いような高所の作業を伴う仕事

.高齢者にとってあまりにも重労働な仕事

-その他、危険を伴う仕事(蜂の巣駆除等)

六
町
評
『
・
技
能
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す

シ
ニ
ア
(
年
長
者
)
の
方
の
就

業
の
場
を
広
げ
る
た
め
技
能
講

習
会
(
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ

ラ
ム
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
習

会
に
は
同
セ
ン
タ
ー
会
員
や
印

歳
以
上
の
町
民
の
方
も
参
加
で

き
ま
す
。

夏
季
の
炎
天
下
の
除
草
は
大

変
で
す
が
、
受
注
の
多
い
作
業

で
す
。
会
員
た
ち
の
高
齢
者
ら

し
い
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
に
は
定

評
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
に
喜

ば
れ
る
存
在
に
な
る
よ
う
、
会

昨年行われた障子張り講習会ー
• 

銭
郷
町
一歩
ル
バ
ー
ム
梱
包
シ
タ
ー

賜

濡

員
、
運
営
委
員
、
事
務
局
が
一
体

と
な
っ
て
事
業
発
展
の
た
め
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
会
員
に
な
り
た
い
方
や
、
仕

事
を
依
頼
し
た
い
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問い合わせ・申し込み先

美郷田シルバー人材センター
(六郷福祉センター内)

電話84-0307

FAX84-2822 



第ア号福祉尼より

無事終7
(5) 

13人の戦士(? )達

千畑地区の小学校4年生以上を対象に奉友会主催の

「千畑ジュニアキャンプjが 7n 27日.28日に仏沢公園
にて行われました。去年、一昨年は天侯に恵まれず、中

|とを余儀なくされましたが、 3年ぶりにテントを張つて

の開催となりました。この行事は、およそ25年前から続

いている奉友会恒例行事で、最盛期には、 200人程の生徒

さん方の参加がありましたが、今年は13人の生徒さん方

が参加してくれました。テント張り、薪を使用しての調

理、キャンプファイヤ一等どれも皆初めての体験でした

が、戸惑いながらもみんなで力をあわせて一つのものを

作り上げていく姿に、ボランティアの方々も深い感銘を

受けている様子でした。

その後、ジュニアキャンフ。が終わってから、奉友会会長宅に

キャンプに参加してくれた生徒さんから千紙が届きましたので

下記に紹介させてもらいます。

~~ 

5張の立派なテントが立ちました

初めてのキャンプファイヤーに

興奮気昧

こ
ん
に
ち
は
、
ぼ
く
は
↑
南
小
学
校
の
斗
年

F
藤

開
斗
下
す
。
弘
、
/
ア
の
と
キ
江
主
t
Jわ
に
主
り

ま
し
た
。
均
め
て
の
キ
ャ
、
/
ず
で
は
あ
〈
わ
く
し
ま

し
J

に
口
丸
ル
ケ
『
ケ
イ
!
?
し
ゃ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
μ
7一
や
か
主

ピ
ス
は
人
を
一
作
zコ
の
が
殆
め
て
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
家
の
人
に
・
訪
を
し
た
、
b
昔
は
い
ろ
い
ろ

古
物
を
伴
る
の
に
た
き
不
を
使
っ
可
い
た
そ
う

で
す
。
、
ほ
え
は
、
そ

F
ニ
コ
の
勉
強
亡
ま
リ
ま
し
た
ザ

み
ん
主
て
協
L
づ
¥
い
フ
A
J

ノ
人
主
-
)
と
が
で
き
つ
L

仁
て
毛
島
本
し
か
〉
た
で
す
。

件
、
/
プ
の
こ
ヒ
は
大
人
に
な
コ
マ
告
ら
モ
忘
λ

江
い
よ
う
に
し
仁
れ
で
す
ρ
来
年
十
七
参
ノ
ド
し
た
い

ら
は
い
ま
え
よ
ア
ヘ
J

f

し
ぐ
ゐ
厳
し
ま
す
ロ開
斗
よ
リ

改
め
て
関
係
者
一
同
「
キ
ャ
ン
プ
や
っ
て
い
が
っ
た
な
グ

ま
た
来
年
な
っ
1

」
と
再
認
識
し
ま
し
た
。
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• ヨ
ヨ

-
干
畑
地
区

一
般
寄
付

上

畑

屋

秀

雄

様

東
京
都

T
O
Z
A
W
A
様

香
典
返
し

千

屋

南

部

今

川

金

一

様

安

城

寺

上

鈴

木

孝

美

様

第

一

暁

膏

藤

鈴

代

様

本

堂

東

部

細

井

辰

次

様

安

城

寺

上

藤

岡

硬

様

大

畑

高

橋

英

夫

様

一

丈

木

嶋

津

道

一

様

黒

沢

高

橋

孝

記

様

土

崎

北

部

熊

谷

文

太

郎

様

本

堂

東

部

杉

沢

艶

人

様

千

屋

南

部

高

橋

博

樹

様

上

畑

屋

高

橋

福

雄

様

中

野

高

橋

光

勇

様

小

荒

川

田

村

隆

様

元

本

堂

南

部

水

戸

勝

雄

様

大

坂

新

田

虎

喜

様

干

屋

南

部

鈴

木

タ

マ

ノ

様

上

畑

屋

高

橋

貞

治

様

・
六
郷
地
区
I
l
l
i-

-

一
般
寄
付

視
覚
障
害
者
大
仙
支
会
・
仙
北
支
会
様

香
典
返
し

浮
池
野
中
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高
橋

岩鈴
屋木

兼
夫
様

朝
徳
様

• • 

• • 
細
田
米
町
本
道
町

西
高
方
町

下
鑓
田

琴
平
西

上
鑓
田

明
団
地

一
仙
南
地
区

一
般
寄
付

上

深

井

西

伊

藤

喜

明

様

さ
な
ぶ
り
実
行
委
員
会
様

山

本

出

雲

ヨ

シ

エ

様

旧
仙
南
村
企
業
懇
談
会
会
長
佐
藤
義
孝
様

美

郷

演

芸

研

究

会

様

蓉
久
一
氏
鑓
聖
書
量
嘉
賀
会
実
行委
員
会
様

匿

名

希

望

様

藤

井

一

雄

様

高

田

タ

キ

様

畠

山

正

衛

様

武

田

章

様

高

橋

富

贋

様

戸

津

靖

幸

様

田
口
長
治
郎
様

田

口

儀

弘

様

香
典
返
し

耳

取

藤

井

洋

様

上

深

井

東

佐

藤

鉄

之

助

様

今

泉

佐

藤

剣

一

様

佐

野

大

坂

悌

司

様

下

前

郷

北

嶋

三

千

雄

様

本

国

後

藤

義

郎

様

金
西
〈
〈
ロ
地
中
久
米
謙
治
郎
様

百

目

木

千

葉

清

様

指
定
寄
付
福

寿

草

様

・
そ
の
他
I
l
l
l
i
-
-
-

一
般
寄
付
よ
ね
や
商
事
株
式
会
社
様
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「
よ
っ
て
っ
て
」
指
定
寄
付

下

笹

巻

継

団

長

次

郎

様

後

三

年

佐

藤

光

一

様

後

三

年

加

藤

一

夫

様

後

三

年

高

橋

千

枝

様

藤

原

樋

場

久

栄

様

野

荒

町

斉

藤

洋

子

様

駅

前

中

池

田

孝

様

後

三

年

小

原

則

夫

様

後

三

年

照

井

英

夫

様

後

三

年

瀬

田

川

テ

ツ

工

様

上
千
間
ハ
〈
口
地
高
橋
鉄
男
様

篭

林

湊

貞

子

様

谷

地

川

藤

田

昭

子

様

神

奈

川

県

志

村

恭

万

様

干

屋

中

部

戸

沢

ケ

イ

子

様

本

堂

戸

沢

良

吉

様

黒

沢

高

階

昭

男

様

西

高

方

町

高

柳

照

見

様

上

鑓

回

栗

沢

久

雄

様

※
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
マ
ッ
サ
ー
ジ

機
に
つ
い
て
は
、
予
定
を
上
ま

わ
る
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
一
日
一
打
切
り
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
又
の
機
会
に

お
願
い
し
ま
す
。

以
上
の
ん
々
よ
り
当
協
、
話
会
に

蓄
意
の
金
品
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
厚
志
に
対
し
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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一般会員 5，799名
特別会員 479名

7月より、各地域の福祉委員を通じて

集めていただきました平成18年度社協会

費が総額6，368，400円でまとまりましたの

で、ご報告するとともにたくさんのご協

力に感謝申し上げます。

集められた会費は、広報の発行や福祉

座談会及び社協の運営、各種の福祉事業

の財源として使われます。今後とも社協

の活動にご協力をお願いします。

• 

社協会員

• • • • • 0 

編集部の一言

読者の皆様も大変気になって

いると思われます「ウッ本~J で

すが、敷地内の雑草と共にす

くすく育ち、現在118cmと

前副より 52cmも大きく

なりました。

• 

干019-1541
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